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や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
て

　

本
市
で
は
、
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
「
健
康
長
寿
日
本
一
」

と
「
子
育
て
日
本
一
」
を
め
ざ
し
て
、
各
種
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
牧
野
市
長
が
２
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
「
健
康
長
寿

日
本
一
」
に
焦
点
を
あ
て
、
や
さ
し
い
ま
ち
を
進
め
る
事
業
の
概
要
を
特
集

し
ま
す
。

 

庁
内
の
推
進
体
制
の
強
化

健
康
長
寿
推
進
室
の
設
置

　

我
が
国
全
体
が
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
・

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
な
か
で
、
と
り

わ
け
本
市
で
は
、
高
齢
化
率
が
一
層
上
昇

し
、
約
３
・
５
人
に
１
人
は
高
齢
者
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
が
増
え
て
お
り
、
今
後
ま

す
ま
す
将
来
の
健
康
や
、
介
護
に
関
す
る

不
安
を
抱
え
て
生
活
す
る
市
民
が
増
え
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、

い
き
い
き
と
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
豊
か
な
高
齢
社
会
を
構
築
す
る

た
め
、
庁
内
の
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る

「
健
康
長
寿
推
進
室
」
を
平
成
26
年
４
月

に
設
置
し
ま
し
た
。 

　

保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
を

図
り
、
市
民
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
「
健
康
長
寿
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
推
進
室
を
中

心
に
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

健康長寿推進室

介 護 保 険 課

地域包括支援
セ ン タ ー

保 健 福 祉
セ ン タ ー

 

健
康
長
寿
の
拠
点
施
設
を
め
ざ
し
て

（
仮
称
）

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
建
設

　

現
在
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和

54
年
に
建
設
さ
れ
、
す
で
に
34
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
も
著
し
く
維
持
補
修
費
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
在
地
が
中
心

市
街
地
よ
り
遠
方
に
あ
る
ほ
か
、
最
寄
り

の
バ
ス
停
が
遠
い
な
ど
交
通
の
利
便
性
が

悪
く
、
高
齢
者
の
積
極
的
な
利
用
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
高
齢
化
率
は
35
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
、
今
後
も
高
齢
者
人
口
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
支
援
や
介
護

を
要
す
る
認
定
者
数
は
年
々
増
加
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
健
康
づ
く
り
や
、
介
護
予

防
を
推
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

や
地
域
に
お
け
る
見
守
り
・
支
え
合
い
に

よ
り
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
た

め
の
施
策
の
充
実
と
、
拠
点
と
な
る
施
設

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
（
仮

称
）
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
各
団
体
の
代
表
者
や
利
用
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
た
「
市
民
会
議
」
に
お
い

て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
た

せ
る
か
な
ど
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
８
月
ま
で
に
は
、
基
本
設
計
を

終
え
、
そ
の
後
来
年
３
月
ま
で
に
は
詳
細

を
確
定
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

工
事
は
、
来
年
７
月
を
目
途
に
着
工
し
、

平
成
28
年
７
月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

▲現在の総合福祉センター（市内北町）
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サ
フ
ォ
ー
ク
ジ
ム
な
ど

内
容
を
拡
大
す
る
主
な
事
業

●
サ
フ
ォ
ー
ク
ジ
ム
と
サ
フ
ォ
ー
ク
元
気

ク
ラ
ブ

　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
な
ど
に
な
る
こ

と
を
予
防
し
、
活
動
的
で
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介

護
予
防
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
サ
フ
ォ
ー
ク
ジ
ム

▽
対
象
者
→
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方

▽
内
容
→
運
動
機
能
向
上
、
口
腔
機
能
向

上
、
栄
養
改
善
、
認
知
症
予
防
な
ど
の
複

合
プ
ロ
グ
ラ
ム

▽
期
間
→
週
１
回
で
６
カ
月
間
の
通
所

▽
拡
大
し
た
内
容
→
年
２
回
か
ら
年
３
回

に
拡
大
（
開
始
月
：
５
月
、
７
月
、
10
月
）
、

新
た
に
３
出
張
所
地
区
で
開
催
、
朝
日
地

区
は
冬
期

間
の
み
か

ら
通
年
開

催
へ
拡
大

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
福
祉
計
画
の
策
定

　

誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
平

成
17
年
３
月
に
「
第
１
期
士
別
市
地
域
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

社
会
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
必
要
な
見
直

し
を
行
い
、
現
在
は
「
第
２
期
士
別
市
地

域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、
各
種

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
第
２
期
計
画
も
、
今
年
度
が
最
終

年
度
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
来
年
度
の

第
３
期
計
画
の
施
行
に
向
け
、
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

福
祉
の
問
題
は
、
い
つ
か
は
家
族
や
自

分
が
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
決
し

て
「
他
人
事
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

解
決
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
訳
で
す
が
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
や
地
方
に
お
け
る
経
済
の

課
題
、
さ
ら
に
は
虐
待
や
引
き
こ
も
り
な

ど
の
新
た
な
課
題
も
出
て
き
て
お
り
、
福

祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ま
す
ま
す
複
雑

か
つ
多
様
化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
福
祉
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

公的サービス中心
の仕組み（対象者
別による基盤整備）

公的サービスのみ
では、住民の生活
ニーズは解決しな
い

（例）人と人とのつ
ながりの希薄化
・社会問題
・生活不安

・住民同士のつな
がりを創り、助け合
い・支え合いなど
の福祉活動を推進
・住民による福祉
活動と、公的サー
ビスの連結による
総合サービス

を
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
活
用
す
る
こ

と
は
、
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。
こ
れ
に
プ

ラ
ス
し
て
、
地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
が

地
域
に
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
、
支
え
合

い
・
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

も
っ
と
安
心
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
あ
り
方
を
左
右
す

る
切
り
札
は
、
「
人
と
人
と
の
支
え
合
い
」

で
す
。
そ
ん
な
優
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
地
域

福
祉
の
構
築
を
進
め
る
「
地
域
福
祉
計
画
」

の
策
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

地域福祉計画

地域福祉計画とは？

高齢者福祉計
画・介護保険
事業計画

障がい者福祉
計画

子ども・子育
て支援計画

その他
（健康長寿推進
計画・食育推
進計画など）

公的サービスの基盤整備計画

住民の自発的な福祉活動によるサービス

地域福祉計画

公的サービスと住民の自発的な福祉活動によ
るサービスを連結することが重要

地域福祉計画と他の福祉関連計画との関係

○公的サービスのみでは解決できなかった生
　　活ニーズ全体の解決をめざします。
○行政と市民が協働で、 安心して幸せに暮ら
　　せる地域をつくります。

▲サフォークジムの活動の様子
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○
サ
フ
ォ
ー
ク
元
気
ク
ラ
ブ

▽
対
象
者
→
サ
フ
ォ
ー
ク
ジ
ム
を
卒
業
し

た
方

▽
内
容
→
サ
フ
ォ
ー
ク
ジ
ム
と
同
様

▽
期
間
→
週
１
回
で
通
年
実
施

▽
拡
大
し
た
内
容
→
５
グ
ル
ー
プ
か
ら
６

グ
ル
ー
プ
に
拡
大

●
九
十
九
大
学
「
大
学
院
」
の
開
設

　

大
学
院
は
、
大
学
在
籍
時
に
習
得
し
た

知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
さ
ら
な
る
学
習

と
交
流
活
動
に
励
む
こ
と
で
、
生
涯
の
仲

間
づ
く
り
、
地
域
活
動
、
世
代
間
交
流
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
度

開
設
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
入
学
式
が
行
わ
れ
33
人
が
入

学
し
て
い
ま
す
。

▽
大
学
院
の
概
要
→
大
学
と
の
合
同
学
習

を
は
じ
め
、
郷
土
学
や
芸
術
鑑
賞
な
ど
の

専
門
学
習
、
書
道
や
ペ
ン
字
な
ど
の
選
択

学
習
を

行
い
ま

す
。

●
高
齢
者
等
入
浴
料
助
成
事
業

　

入
浴
効
果
に
よ
る
健
康
増
進
と
、
日
頃

外
出
機
会
の
少
な
い
方
の
交
流
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
高
齢
者
な
ど
の
方
が
、
中

心
市
街
地
交
流
施
設
「
ぷ
ら
っ
と
」
、
朝

日
地
域
交
流
施
設
「
和
が
舎
」
を
利
用
し

た
場
合
、
入
浴
料
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者
→
①
満
70
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

年
金
を
含
む
前
年
分
の
世
帯
収
入
の
合
計

が
157
万
５
千
円
以
下
の
世
帯
の
方　

②
満

70
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
い
ず

れ
も
３
級
以
上
）
、
療
育
手
帳
の
い
ず
れ

か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
同
じ
世
帯

に
お
り
、
年
金
を
含
む
前
年
分
の
世
帯
収

入
の
合
計
が
187
万
５
千
円
以
下
の
世
帯
の

方　

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方　

④
母
子
家
庭
な
ど
の
ひ
と

り
親
世
帯
で
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て

い
る
方
と
そ
の
子　

⑤
生
活
保
護
受
給
者

▽
拡
大
し
た
内
容
→
助
成
率
を
４
分
の
２

か
ら
４
分
の
３
へ
拡
大

●
手
話
通
訳
者
の
養
成

　

市
で
は
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
方
や
聞
こ

え
に
く
い
方
が
、
日
常
生
活
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
手
話

通
訳
者
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

▽
拡
大
す
る
内
容
→
今
年
度
は
、
新
た
に

手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
実
施
し
、
さ

ら
に
円
滑
な
事
業
の
推
進
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
※
今
年
度
の
募
集
は
、
既
に
締
め

切
っ
て
い
ま
す
。

●
要
約
筆
記
者
派
遣
事
業

　

要
約
筆
記
は
、
話
し
手
の
内
容
を
要
約

し
、
そ
れ
を
筆
記
し
て
伝
え
る
筆
記
通
訳

の
こ
と
で
す
。
少
人
数
の
時
に
は
、
隣
で

紙
に
文
字
を
書
い
た
り
、
会
議
や
講
演
会

な
ど
大
勢
が
集
ま
る
場
合
に
は
、
筆
記
し

た
も
の
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
な
ど
、
人

数
や
内
容
に
適
し
た
方
法
で
対
応
し
ま
す
。

　

要
約
筆
記
者
の
申
込
み
は
、
６
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
地
区
担
当
保
健
師
の
導
入

　

本
年
度
、
保
健
師
を
地
区
担
当
制
に
す

る
検
討
を
行
い
、
来
年
度
「
地
区
担
当
保

健
師
」
を
本
格
的
に
稼
働
す
る
予
定
で
す
。

　

「
地
区
担
当
保
健
師
」
は
、
各
地
区
の

保
健
推
進
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
保
健
予

防
を
重
視
し
た
活
動
を
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
健
診
、
予
防
接
種
、
健

康
診
査
、
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
結
果
な

ど
の
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理
す
る
「
健

康
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
、
市
民
の

健
康
管
理
に
努
め
ま
す
。

 

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

健
康
長
寿
日
本
一
を
め
ざ
し
て

　

生
活
習
慣
病
や
認
知
症
な
ど
に
悩
ま
さ

れ
ず
、
元
気
で
長
生
き
す
る
こ
と
は
誰
も

の
願
い
で
す
。

　

健
康
長
寿
を
実
現
す
る
に
は
、
ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

人
の
寿
命
を
大
き
く
伸
ば
す
の
に
有
効
的

な
魔
法
の
物
質
は
、
ま
だ
ま
だ
見
つ
か
り

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

や
は
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
が
毎
日
の
食

事
に
気
を
配
り
、
継
続
的
な
運
動
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
「
健
康
」
を
意
識
し
た
生

活
を
送
る
の
が
、
長
生
き
の
一
番
の
秘
訣

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
、

身
体
の
状
態
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
身

体
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、
早

期
に
受
診
す
る
な
ど
の
対
応
も
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
「
健
康
長
寿
推
進
室
」
を
設

置
し
、
保
健
・
介
護
・
福
祉
・
医
療
の
一

連
し
た
保
健
体
制
を
構
築
す
る
中
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
が

「
日
本
一
」
健

康
で
長
生
き
で

き
る
ま
ち
に
な

る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

▲入学式の様子
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②意見の概要と市の考え方

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
士
別
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
（
案
）
に
つ

い
て
、
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
実
施
要
綱
に
基
づ
き
意
見
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
に
対
す
る
本
市
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。

　

 

お
知
ら
せ
し
ま
す

会

議

結

果

概

要

【
士
別
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
】

●
日
時
→
４
月
25
日

（金）

●
お
も
な
議
題
→
平
成
25
年
度
特
別
会
計

決
算
見
込
（
次
回
に
再
報
告
）
、
平
成
26

年
度
国
民
健
康
保
険
税
率
等
の
改
定
（
継

続
審
議
）

【
士
別
市
多
寄
公
民
館
運
営
審
議
会
】

●
日
時
→
４
月
30
日

（水）

●
お
も
な
議
題
→
平
成
25
年
度
実
績
報
告
、

平
成
26
年
度
事
業
計
画
（
全
て
承
認
）

【
士
別
市
立
博
物
館
協
議
会
】

●
日
時
→
５
月
10
日

（土）

●
お
も
な
議
題
→
平
成
25
年
度
事
業
・
決

算
報
告
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
（
全
て

承
認
）

【
士
別
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
】

●
日
時
→
５
月
12
日

（月）

●
お
も
な
議
題
→
平
成
25
年
度
特
別
会
計

決
算
見
込
（
承
認
）
、
平
成
26
年
度
国
民

健
康
保
険
税
率
等
の
改
定
（
継
続
審
議
）

ほ
か
次
回
に
繰
越
あ
り

【
士
別
市
温
根
別
公
民
館
運
営
審
議
会
】

●
日
時
→
５
月
13
日

（火）

●
お
も
な
議
題
→
平
成
25
年
度
実
績
報
告
、

平
成
26
年
度
事
業
計
画
（
全
て
承
認
）

士 別 市 公 園 長 寿 命 化 計 画 案
パブリックコメントの実施結果

①パブリックコメントの実施状況
　
（１）募集期間→平成２６年３月２７（火）
　　　　　　 　～４月２５日（金）
（２）意見提出者数　２団体
（３）担当部署　市土木管理課　

寄せらせた意見の概要
１）楽しくてにぎやかな公園、遊園地のような公園、広くてきれいな公園
　にしてほしい。
２）シーソー、ジャングルジム、うんてい、ブランコ、鉄棒、すべり台、噴水、
　のぼり棒、スプリング遊具、砂場、ターザンロープ、アスレチック遊具、
　バスケットゴール、東屋、水飲み場、トイレ、時計を設置してほしい。
３）明るい外灯の設置およびベンチを増やしてほしい。
４）砂場や動かない遊具はいらない。
５）新しい遊具は必要。フィールドアスレチックみたいな遊具を設置した
　ら良いのでは。
６）ワンオンワンができるバスケットゴールを設置したらいいのでは。
７）上士別構造改善センターに屋根付きの自転車小屋を設置してほしい。

市の考え
　ご提案の内容を参考に、公園施設長寿命化計画を着実に進めながら市
民の皆様に愛される公園づくりを行っていきます。
　公園施設長寿命化計画は、現在設置している施設の補修や、老朽化に
ともなう施設の更新を国の支援を受け、約１０年かけて実施していくこ
ととしています。新規設置施設に関するご提案については、今後構想を
策定した段階で、改めて皆様に提示し、広く意見を賜りたいと考えてい
ますので、よろしくお願いします。
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●
費
用
→
無
料

●
利
用
方
法
→
派
遣
希
望
日
の
５
日
前
ま

で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
請
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
福
祉
課
☎
内
線

２
１
２
２
▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
23
）
１
７
６
６
▽

メ
ー
ル

 
ご
利
用
く
だ
さ
い

宅

配

行

政

サ

ー

ビ

ス

　

市
で
は
、
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
て
、
市
職
員
に
よ
る
各
種
証
明

書
の
宅
配
や
簡
易
な
提
出
物
な
ど
の
預

か
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
受
付
は
、
祝
・
休
日
を
除
い
た
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す
。

●
対
象
と
な
る
方

▽
70
歳
以
上
の
市
民

▽
心
身
に
障
が
い
の

あ
る
市
民

※
い
ず
れ
も
本
人
と
家
族
が
市
役
所
に

出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方

●
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

①
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
抄
本
の
宅
配

②
印
鑑
証
明
書
、
所
得
証
明
書
な
ど
各
種

証
明
書
の
宅
配

●
宅
配
時
間
→
受
付
当
日
も
し
く
は
翌
日

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

●
宅
配
行
政
サ
ー
ビ
ス
専
用
電
話
→
▽
士

別
地
区
☎
（
22
）
３
３
７
７
▽
朝
日
地
区

☎
（
28
）
２
１
２
１

 

障
害
年
金
の
お
知
ら
せ

肝

疾

患

の

基

準

改

正

　

平
成
26
年
６
月
１
日
か
ら
「
肝
疾
患
に

よ
る
障
害
」
の
認
定
基
準
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
ま
で
障
害
年
金
に
該
当
し
な
か
っ
た

方
が
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
旭
川
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

▽
重
症
度
を
判
断
す
る
た
め
の
検
査
項
目

が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

▽
障
害
等
級
を
客
観
的
に
判
断
す
る
た
め
、

各
等
級
の
例
示
に
、
検
査
項
目
の
異
常
数

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▽
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬
変
の
基
準
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

●

問

合

せ

→

旭

川

年

金

事

務

所

☎

０
１
６
６
（
72
）
５
０
０
５

 

お
申
込
み
く
だ
さ
い

弁

護

士

出

前

講

座

　

近
年
、
悪
質
商
法
に
よ
る
違
法
な
契
約

や
、
情
報
技
術
発
展
の
影
に
潜
む
犯
罪
が

市
民
生
活
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
事

業
所
や
団
体
、
学
校
な
ど
が
主
催
す
る
研

修
会
、
講
習
会
等
に
「
弁
護
士
」
を
派
遣

し
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
支
援

し
ま
す
。

　

講
師
の
派
遣
費
用
は
無
料
で
、
講
話
内

容
は
申
込
団
体
の
希
望
に
応
え
ま
す
。

●
派
遣
弁
護
士
→
弁
護
士
法
人
木
村
雅
一

法
律
特
許
事
務
所
士
別
支
店　

弁
護
士　

松
田
啓
明
氏

●
講
話
時
間
→
１
時
間
程
度　
　
　
　
　

●
年
間
講
話
回
数
→
５
回
※
先
着
順

●
そ
の
他
→
講
座
終
了
後
に
事
業
報
告
が

必
要
で
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
環
境
生
活
課
☎

内
線
２
２
３
５　
　
　

　

弁護士　松田啓明氏

ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ａ
＠
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
．

ｓ
ｈ
ｉ
ｂ
ｅ
ｔ
ｓ
ｕ
．
ｌ
ｇ
．
ｊ
ｐ

 

要
約
筆
記
者
派
遣
事
業
を
追
加

聴
覚
障
が
い
者
等
支
援

　

耳
の
聞
こ
え
な
い
方
や
聞
こ
え
に
く
い

方
は
、
市
役
所
や
銀
行
な
ど
の
手
続
き
、

病
院
の
診
察
、
子
ど
も
の
授
業
参
観
や
保

護
者
会
な
ど
、
社
会
生
活
上
の
や
り
と
り

で
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
ま
で
行
っ
て
い
た
手
話
通

訳
者
の
派
遣
事
業
に
加
え
、
平
成
26
年
度

か
ら
新
た
に
要
約
筆
記
者
を
派
遣
す
る
事

業
を
始
め
ま
し
た
。

　

要
約
筆
記
と
は
、
話
し
手
の
内
容
を
要

約
し
、
そ
れ
を
筆
記
し
て
伝
え
る
筆
記
通

訳
の
こ
と
で
す
。

　

少
人
数
の
時
に
は
隣
で
紙
に
文
字
を
書

い
た
り
、
会
議
や
講
演
会
な
ど
大
勢
が
集

ま
る
場
合
は
、
筆
記
し
た
も
の
を
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
す
な
ど
、
人
数
や
内
容
に
適

し
た
方
法
で
対
応
し
ま
す
。

　

要
約
筆
記
者
の
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
方
→
手
話
通
訳
、
要
約
筆

記
を
必
要
と
す
る
個
人
団
体

●
派
遣
内
容
→
「
個
人
の
社
会
生
活
に
関

す
る
こ
と
」
や
「
団
体
が
主
催
す
る
講
演

会
や
会
議
」
な
ど

※
内
容
に
よ
っ
て
は
派
遣
対
象
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

合
宿
の
里
士
別
推
進
協
議
会
で
は
、
士

別
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
無
料
で
開
放
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
利
用
期
間

▽
８
月
ま
で
→
午
後
４
時
～
７
時

▽
９
月
～
10
月
→
午
後
４
時
～
６
時

●
利
用
で
き
る
日

▽
６
月
→
平
日
と
21
日(

土)

▽
７
月
→
平
日
と
26
日(

土)

 

ご
相
談
く
だ
さ
い

勤
労
者
の
方
へ
の
融
資
制
度

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ

て
い
る
勤
労
者
や
市
内
に
居
住
す
る
季
節

労
働
者
の
方
を
対
象
に
、
生
活
資
金
や
住

宅
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
資
金
の
融
資
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

取
扱
金
融
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
士
別
市
勤
労
者
福
祉
資
金
→
市
内
の
事

業
所
に
雇
用
さ
れ
、
同
一
事
業
所
に
１
年

以
上
勤
務
し
、
士
別
市
に
居
住
す
る
方
が

対
象
で
す
。
内
容
は
左
表
の
と
お
り

●
士
別
市
季
節
労
働
者
生
活
資
金
→
次
の

全
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。
内
容
は
左
表
の

と
お
り

▽
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
で
、
雇
用
保

険
法
の
特
例
一
時
金
を
受
給
し
た
士
別
市

内
に
居
住
す
る
方

▽
成
年
者
以
上
で
、
最
終
償
還
時
の
年
齢

が
70
才
未
満
の
方

▽
毎
年
一
定
期
間
、
同
一
事
業
所
に
継
続

し
て
勤
務
し
、
直
近
２
カ
年
の
通
算
勤
続

月
数
が
12
カ
月
以
上
あ
る
方

▽
前
年
の
年
収
が
１
５
０
万
円
以
上
あ
る
方

▽
金
融
機
関
の
融
資
条
件
に
該
当
す
る
方

▽
８
月
→
平
日
と
23
日(

土)

▽
９
月
→
平
日
と
27
日(

土)

▽
10
月
→
平
日
と
18
日(

土)

※
雨
天
時
は
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
利
用
方
法
→
利
用
さ
れ
る
方
は
、
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
フ
ロ
ン
ト
で
受
け
付
け
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
当
日
利
用
で
き
る
コ
ー

ス
（
10
～
18
番
の
イ
ン
コ
ー
ス
か
、
１
～

９
番
の
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
の
ど
ち
ら
か
）
は
、

係
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
帰
り

の
際
は
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
フ
ロ
ン
ト
で
必

ず
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
→
合
宿
の
里
士
別
推
進
協
議
会

事
務
局(

市
ス
ポ
ー
ツ
課
内)

☎
内
線

３
２
２
５

項目 生活資金 教育資金 住宅資金

融資金額 50 万円以内 150 万円以内 800 万円以内

融資利率 ２．２１％ １．８８％ １．８４％

償還期間 ３年以内 １０年以内 ２５年以内

償還方法 期日一括返済または割賦返済

信用保証 取扱金融機関の定めによります。

取扱機関
北星信用金庫、
北海道労働金庫名寄支店

北海道労働金
庫名寄支店

項目 季節労働者生活資金

融資金額 20 万円以内

融資利率 １．００％

融資時期 毎年１２月１日～翌年４月末まで

償還方法

▽償還回数を１２回以内とし、最終償還期
　日は１２月まで
▽元利金の償還は失業期間中据置すること
　ができることとし、期間は原則４月末まで

信用保証 取扱金融機関の定めによります。

取扱機関 北星信用金庫、北海道労働金庫名寄支店

ご協力を
お願いします

つくも
水郷公園
再整備
アンケート

　市では、つくも水

郷公園の再整備に向

け、より良い公園に

するため、全市民を

対象にアンケートを

行います。ご協力を

よろしくお願いしま

す。

　アンケート用紙

は、広報６月１日号

とあわせて配付する

ほか、市ホームペー

ジからもダウンロー

ドできます。

■締切→６月 30 日

（月）

■問合せ→市土木管

理課☎内線２３３５
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自覚症状がないため、
自分では気づけない・・・

それをいち早く発見・予防するのが、

平成26年度 特定健診のご案内
　士別市国保では、国民健康保険に加入している方に対し、特定健診・特定保健指導を実施し
ています。
　対象となる方は、１年に１回必ず特定健診を受診してください。

　　　　　　　　昭和 15 年４月２日～昭和 50 年４月１日生まれで、士別市国保に加入している方
　　　　　　　　※現在、治療中の方も対象です。対象者

検　査　項　目 わかること

基

本

的

な

検

査

項

目

身 体 計 測

身長
身体の大き
さ

体重
ＢＭＩ
腹囲

肝　機　能
ＡＳＴ （ＧＯＴ） 心臓 ・ 肝臓

の障害ＡＬＴ （ＧＰＴ）
γ－ＧＴ （γ－ＧＴＰ）

血　　　圧 収縮期血圧 高血圧拡張期血圧
代　　　謝 尿酸 痛風

血 中 脂 肪
中性脂肪

脂質異常ＨＤＬコレステロール
ＬＤＬコレステロール

インスリン
抵抗性

ヘモグロビンＡ１ｃ 糖尿病尿糖

腎　機　能 クレアチニン 腎臓病尿蛋白
詳
細
な
健
診
項
目

血　　　液
赤血球

貧血血色素
ヘマトクリット値

心　電　図 心臓の状態
眼 底 検 査 血管の状態

✦ 脳 梗 塞

✦ 心 筋 梗 塞

✦ 狭 心 症

✦ 心 不 全

✦ 腎 不 全自 覚 症 状 が
出てからでは
遅 い 腎 不 全

動 脈 硬 化 の
原 因 に な
り や す い

これらの病気はギリギリ
まで自覚症状が出ません。

特定健診  です。

重
症
化

ポイント
生活習慣病は自覚症状がなく、
重症化するまで気がつきません。

特定健診では次のような検査をします。

特定健診とは？

対象者の方は、次の①国保人間ドック、②国保特定健診のいずれかを必ず受診してください。

種　　類 健診機関
（電話番号） 日　　程 料　金 健診時

必要なもの

①国保人間ドック
　（※１）

成人病健診センター
（☎0165-22-2600） 平成27年３月31日まで 5,000円

保険証
受診券 （※２）
自己負担分の料金
（※３）

あさひクリニック
（☎0165-28-3333）

②国保特定健診 次ページの日程表のとおり 無　料
（※１） オプション検査 （前立腺がんなど） も希望があれば実施します。 （自己負担有）
（※２） ５月中～下旬に、 対象者の方に送付しています。
（※３） 自己負担がある場合のみ必要です。

健診の種類

重
症
化
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年
に
１
回
は
健
診
を

 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　
　
　
健
康
診
査

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
や
予
防
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
元
気
で
い
き
い
き

健診月 健  診  日（水曜日健診） 時  間

６月 11日　① 25日　②  

①８時30分・男性

９時30分・女性

 10時30分・女性

②８時30分・女性

　９時30分・男性

 10時30分・男性

７月 ９日　① 23日　②

８月 ６日　① 20日　① 27日　②

９月 ３日　① 10日　② 17日　① 24日　②

10月 ８日　① 22日　①

11月 12日　① 26日　①

12月 10日　① 24日　①

１月 14日　① 28日　①

士 別 市 国 保 特 定 健 診
後期高齢者医療制度健康診査

（１）士別市成人病健診センター（要予約　☎ 22-2600・22-2655）
（市立病院となり保健福祉センター３階）

会               場 健   診   日 時       間

出
張
所
・
周
辺
地
区

多寄研修センター
10月27日（月）

８時00分-10時00分

下士別自治会館 10時30分-11時30分

上士別構造改善センター
10月28日（火）

８時00分-９時30分

成美自治会館 10時30分-11時30分

温根別出張所 10月31日（金） ８時00分-９時30分

武徳自治会館
11月７日（金）

８時00分-９時30分

中士別自治会館 10時30分-11時30分

士別市保健福祉センター
　※特定健診と胃・肺・大腸の
   がん検診が同時にできます

６月28日（土）

７時00分-11時00分
６月29日（日）

11月22日（土）

11月23日（日）

士別市保健福祉センター
　※土日特定健診

８月23日（土）
８時30分-11時30分

１月25日（日）

朝
日
地
区

登和里コミュニティセンター
６月24日（火）

８時30分-９時00分

壬子生活改善センター 10時30分-11時00分

三栄分館
６月25日（水）

８時30分-９時00分

サンライズホール

10時00分-11時00分

６月26日（木） ８時30分-10時30分

６月27日（金） ８時30分-10時30分

８月11日（月） ８時30分-10時30分

と
過
ご
す
た
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
の
方
→
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
（
個
別
に
健
康
診
査
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
）

※
長
期
間
に
わ

た
っ
て
入
院
さ

れ

て

い

る

方
、

介
護
保
険
施
設

な
ど
に
入
所
中
の
方
は
、
健
康
診
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
受
診
機
関
・
健
診
日
程

▽
士
別
市
成
人
病
健
診
セ
ン
タ
ー
→
日
程

表
(1)

▽
士
別
市
立
あ
さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク
→
日
程

表
(2)

▽
旭
川
市
医
師
会
健
康
管
理
診
療
所
（
検

診
車
で
の
巡
回
方
式
）
→
日
程
表
(3)

●
健
診
料
金
→
無
料

●
持
参
す
る
も
の
→
被
保
険
者
証
・
受
診
券

●
問
合
せ
→
▼
市
市
民
課
給
付
担
当
☎
内

線
２
１
０
９
▼
朝
日
総
合
支
所
地
域
住
民

課
☎

（28）
２
１
２
１

８月と９月は、

健診強化月間です。

（２）士別市立あさひクリニック（要予約　☎ 28-3333）
（士別市朝日町中央4029番地）

　健診日は、６月11日から平成27年１月28日まで
　健診日、時間については、予約の時に調整いたします。

（３）旭川市医師会健康管理診療所（検診車による巡回　予約不要）

●がん検診と同時受診の場合は予約が必要です。
　（予約先→保健福祉センター　☎ 22-2400）
●旭川医師会提供のオプション検査（動脈硬化検査など）も希望があれば実施
　します。（有料）

日 程 表
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診 療 科 月 火 水 木 金 留　意　事　項

内

科

一　般
午前 － － ○ ○ － 月曜日の午前・火曜日の午後は糖尿病専門外来です。

（予約診療）午後 － － － － －

循環器
午前 ○ ○ ○ ○ ○

第３火曜日はペースメーカー外来です。（予約診療）
午後 － － － － －

消化器
午前 ○ ○ ○ ○ ○

午後 － － － － －

精 神 神 経 科
午前 － ○ ○ － ○ 水・金曜日の午後の受付は、午後１時30分までです。

火曜日は隔週診察です。（受診前に確認してください）午後 － － ○ － ○

小 児 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ 午後の診察は午後１時から午後４時までです。

水曜日の午後は予防接種です。午後 ○ ○ － ○ ○

外 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○

午後 － － － － －

整 形 外 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○

午後 － － － － －

皮 膚 科
午前 ○ － ○ － －

午後 ○ － ○ － －

泌 尿 器 科
午前 － － － ○ －

午後 － － － ○ －

婦 人 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ 水曜日の午後は予防接種・産後1カ月健診・赤ちゃん健

診です。（予約制）午後 ○ ○ － ○ ○

眼 科
午前 ○ － ○ － ○

水曜日の午後は予約検査の日です。
午後 ○ － － － ○

耳 鼻 咽 喉 科
午前 － － － － －

診療時間は午後２時から４時までです。
午後 － － － － ○

麻 酔 科
午前 ○ ○ － ○ －

午後 － － － － －

療 養 診 療 科
午前 － － － － －

診療時間は午後１時30分から４時までです。
午後 ○ ○ － ○ －

診  療  科 月 火 水 木 金 留　意　事　項

受付時間

受診の際は必ず

保険証を提示し

てください。

平成26年６月士別市立病院受診案内 ☎23-2166

日曜・祝日当番医
６月

【午前診療】午前８時45分 から 午前10時59分
【午後診療】午前11時 から 午後３時（小児科は午後４時まで）

１日
船津医院

☎（２３）２６７４

８日
あらかわ耳鼻科ｸﾘﾆｯｸ

☎（２９）８７３３

２２日
吉田耳鼻科医院

☎（２２）０２２２

２９日
しべつ内科クリニック

☎（２３）２５２５

※上記のほか、１日・８日・
　15日・22日・29日は、市
　立病院です。

検 診 月 日 会　　場
６月 28 日～７月２日 保健福祉センター

７月１日 温根別出張所
７月２日 多寄研修センター
７月４日 上士別構造改善センター

７月４日～６日 朝日総合支所

が
ん
検
診
へ
出
発
じ
ゃ

が ん 検 診 推 奨
イメージキャラクター

胃がん・肺がん・大腸がん検診
申し込みを受付中です

　がんは、早期発見が重要です。
　次の日程でがん検診を実施しますので、申込みがお済
みでない方は、ぜひ受診してください。

　■申込み・問合せ→市保健福祉センター ☎（２２）２４００
　　　　　　　　　　朝日総合支所地域住民課☎（２８）２１２１



日
曜

日
月

曜
日

火
曜

日
水

曜
日

木
曜

日
金

曜
日

土
曜

日

1
水
道
週
間
（
～

7
日
ま
で
）

P2
1

２
特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談

所
【
お
知
ら
せ
版
】

栄
養
相
談【

お
知
ら
せ
版
】

３
４

５
運
転
免
許
更
新
時
講
習（

優
料
・
違
反
）【
お
知
ら
せ
版
】

６
７

お
父
さ
ん
D
A
Y
　
P1
5

８
９

1
0

1
1

移
動
型
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー（

武
徳
保
育
園
）P
15

1
2

「
郷
土
探
究
　
士
別
学
」申

込
期
限【

お
知
ら
せ
版
】

運
転
免
許
更
新
時
講
習（

一
般
）【
お
知
ら
せ
版
】

1
3

散
歩
に
出
か
け
よ
う
P1
5

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

申
込
期
限
P1
8

サ
ー
ク
ル
メ
イ
ト
掲
載
申

込
期
限
P1
8

公
営
住
宅
入
居
抽
選
日

P2
0

1
4

地
質
め
ぐ
り
P1
8

1
5

放
送
大
学
入
学
生
募
集
開
始

（
～
8月

31
日
ま
で
）P
18

よ
み
き
か
せ
会
P1
9

無
料
法
律
相
談

P2
0

1
6

大
人
の
た
め
の
英
会
話
教

室
P1
9

水
質
検
査
Ｐ
20

1
7

　
　

　
　

1
8

移
動
型
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー（

上
士
別
保
育
園
）P
15

1
9

栄
養
相
談【

お
知
ら
せ
版
】

運
転
免
許
更
新
時
講
習（

優
良
・
初
回
）【
お
知
ら
せ
版
】

2
0

2
1

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
ラ
ン
ニ
ン

グ
開
放
日
P6

2
2

2
3

男
女
共
同
参
画
週
間
（
～

29
日
ま
で
）
P1
6

2
4

出
張
年
金
相
談

P2
0

 2
5

2
6

赤
ち
ゃ
ん
★
ち
び
っ
こ
よ

み
き
か
せ
会
P1
9

2
7

白
A
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
P1
9

2
8

ホ
ク
レ
ン
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
士
別
大
会
P1
9

よ
み
き
か
せ
会
P1
9

士
別
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
P2
1

2
9

3
0

つ
く
も
水
郷
公
園
再
整
備

ア
ン
ケ
ー
ト
提
出
期
限

P7
児
童
手
当
の
現
況
届
提
出

期
限

P1
4

１
２

３
４

士
別
翔
雲
祭（

～
6日

）P
10

５

 水
無

月
水

無
月

月
◆
　
　
　
 は

、
「
ゆ
ら
」
で
実
施
の
『
ぴ
よ
ぴ
よ
広
場
』 
｡
対
象
は
０
歳
児
親
子

広
報

カ
レ

ン
ダ

ー

こ
の

ペ
ー

ジ
を

と
り

出
し

て
お

使
い

く
だ

さ
い

こ
の

ペ
ー

ジ
を

と
り

出
し

て
お

使
い

く
だ

さ
い

カ レ ン ダ ー の 内 容 は 、 ５ 月 ２ 日 現 在 の 情 報 を も と に 作 成 し て い ま す 。

内 容 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す が ご 了 承 く だ さ い 。

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

◆
　
　
　
 は

、
「
ゆ
ら
」
で
実
施
の
『
よ
ち
よ
ち
広
場
』 
｡
対
象
は
０
歳
～
就
学
前
の
親
子

よ
ち
よ
ち

ぴ
よ
ぴ
よ

◆
実

施
時

間
を

、
午

前
・

午
後

で
表

示
　（

午
前

）
は

９
時

30
分

～
正

午
。
（

午
後

）
は

１
時

～
４

時
　（

前
・

後
）

は
午

前
と

午
後

の
実

施

「
よ
ち
よ
ち
」
と
「
ぴ
よ
ぴ
よ
」
の
み
か
た

　 　　
◆

平
均

気
温

　　
１７

．２
℃

  
  
(2

5
年

６
月

平
均

)
　　

◆
日

の
出

　
 
3
時

5
0
分

　　
◆

日
の

入
　
1
9
時

0
7
分

　
の

気
象

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
前
）

15
ペ
ー
ジ
も
参
照

し
て
く
だ
さ
い

15
ペ
ー
ジ
も
参
照

し
て
く
だ
さ
い

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
前
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
前
）

（2
6
年

6
月

1
日

）
（2

6
年

6
月

1
日

）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

６
月

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
前
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)
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代表者：  会長　斉　藤　正　幸 さん
会員数 ：  52 人
設　立 ：  平成８年９月
連絡先：  斉 藤 会 長　☎ 28-2629
　　　　 藤田事務局長　☎ 28-2370

市民のひろば市民のひろば
第 17 回

Ｑ１　設立の経過を教えてください。

　平成７年に仮設ではありましたが、町内の

山村広場に４ホールのパークゴルフ場がオー

プンしました。しかし、４ホールでは競技が

できる訳ではなく、パークゴルフ愛好者の有

志が集い９ホールに造成しました。

　さらに、平成９年には朝日町が愛好者の要

望に応え、隣接地に９ホールを造成し、２コー

ス 18 ホールとしました。

　この造成がきっかけとなり、パークゴルフ

の愛好者が相集って、平成８年９月に会員 52

人で、あさひパークゴルフクラブを発足し、

平成 10 年には現在の「あさひパークゴルフ協

会」に名称を変更しました。

　その後、当時の朝日町は平成 15 年からパー

クゴルフ場の改修・造成工事に着手し、合計

27 ホールとなり現在の私たちの活動の拠点と

なっています。

Ｑ３ パークゴルフの楽しさと魅力は？

　パークゴルフ場に行くと多くの人と出会え、交
流ができるのが魅力の一つです。
　また、パークゴルフはルールが簡単で、わかり
やすいので、気軽に楽しむことができます。
　しかし、大会になると皆さん力が入り真剣です
よ～

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
告
知
、
サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
紹
介
・
会
員
募
集
な
ど
に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
秘
書
広
報
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

Ｑ２　現在の活動を教えてください。

　現在、会員を対象とした例会は年間 12 回開

催しています。また、会員以外の方も参加で

きる大会が年間４回あります。

　このほかに、公民館が主催するパークゴル

フ教室に講師を派遣し、指導にあたっていま

す。

　現在の会員は 52 人（男性 30 人・女性 22 人）

で会員の年齢は 60 歳代から 90 歳代までと高

くなりつつあります。

あさひパークゴルフ協会

Ｑ４　他の協会との交流はありますか？

　上川北部ブロックの役員・会員交流大会のほか、

市民パークゴルフ大会への参加などを通じて交流

しています。

　他市町村で開催される大会には個人での参加と

なりますが、皆さん積極的に参加しています。

Ｑ５ 今後の活動課題を教えてください。

　会員の減少と高齢化などにより、役員の担い手
がいないのが悩みの一つです。パークゴルフの楽
しさ・魅力を多くの人に伝え、新たな愛好者を迎
え入れる活動を展開し続けていきたいと考えてい
ます。

※入会を希望される方は、協会会長の斉藤正幸さん（☎
28-2629）、事務局長の藤田定元さん（☎28-2370）までご
連絡ください。お待ちしています。

斉 藤　正 幸　会長

斉藤会長から

エチケット・マナー
を守って、 パーク
ゴルフを楽しんで
ください。

６
月
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町
村
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書

類
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限
→
６
月
30
日

（月）
ま
で

●
問
合
せ
→
市
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
室

☎
内
線
２
１
３
７

 
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

 
子
育
て
応
援
し
た
い
方
！

  

し
て
ほ
し
い
方
！
　【
募
集
し
て
い
ま
す
】

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
の
一
時
預
か
り

等
の
援
助
を
希
望
す
る
方
（
依
頼
会
員
）

と
、
そ
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
方
（
サ
ポ

ー
ト
会
員
）
が
共
に
会
員
と
な
り
、
会
員

同
士
の
信
頼
関
係
の
も
と
、
会
員
相
互
に

よ
る
子
育
て
の
援
助
活
動
を
行
う
も
の
で

す
。
希
望
者
は
、ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

●
依
頼
会
員
の
対
象

本
市
に
お
住
ま
い
の
０
歳
～
小
学
６
年
生

ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者
な
ど

●
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
対
象

本
市
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
で
子
育
て

経
験
な
ど
が
あ
る
方
（
※
市
が
実
施
す
る

研
修
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

●
援
助
活
動
の
主
な
内
容

▽
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
開
始
前
や

終
了
後
の
子
ど
も
の
預
か
り
や
送
迎

▽
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
休
日
な
ど

の
子
ど
も
の
預
か
り

▽
冠
婚
葬
祭
ま
た
は
買
い
物
な
ど
、
外
出

の
際
の
子
ど
も
の
預
か
り

●
援
助
活
動
の
時
間
帯

午
前
７
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

●
援
助
活
動
の
報
酬
等
（
利
用
料
金
）

月
～
金
→
１
時
間
６
０
０
円

土
・
日
・
祝
→
１
時
間
７
０
０
円

※
依
頼
会
員
が
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

※
料
金
は
、
子
ど
も
の
人
数
や
時
間
帯
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

●
市
で
は
、
市
内
で
子
育
て
支
援
活
動
を

実
施
し
て
い
る
市
民
団
体
《
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
「
む
っ
く
り
」
》
に
こ
の
事
業
の

運
営
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
・
登
録
先
→
▽
市
こ
ど
も
・
子

育
て
応
援
室
☎
内
線
２
１
５
７
▽
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
「
む
っ
く
り
」
☎
（
23
）
０
７
８
９

　
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

 

家

庭

児

童

相

談

室

　　

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
子
ど
も
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
家
庭
相
談
員
が
秘
密
厳
守
で
応

こ
ど
も
・
子
育
て

　
　

応
援
室
だ
よ
り

対
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
方
法
→
窓
口
に
直
接
お
越
し
い
た

だ
く
か
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

●
場
所
→
市
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
室
内

●
受
付
時
間
→
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

●
問
合
せ
→
☎(

23
）
３
９
８
４
（
直
通
）
、

☎
（
23
）
３
１
２
１
（
内
線
２
１
３
９
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
→kateisoudan@

city.shibetsu.lg.jp

 

子
ど
も
の
発
達
に
心
配
な
方
は

 

児
童
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
虹
」

　

子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
心
配
を
お
持

ち
の
方
の
相
談
や
、
の
ぞ
み
園
な
ど
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
計
画
・

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

利
用
の
希
望
や
不
明
な
点
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
→
士
別
市
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
下
の
児
童
と
そ
の
家
族

●
利
用
料
→
無
料

●
開
設
日
時
→
月
～
金
曜
日　

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
15
分

●
場
所
→
北
星
保
育
園
内
（
市
内
東
５
条

北
５
丁
目
）

●
問
合
せ
→
☎
（
23
）
２
７
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
23
）
３
８
７
９

 

忘
れ
ず
に
提
出
を

児

童

手

当

の

現

況

届

　　

児
童
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
１
回
、
市

に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

期
限
内
に
届
出
を
し
な
い
場
合
は
、
６
月

分
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
６
月
上
旬
ま

で
に
届
出
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

ず
期
限
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所
→
市
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援

室
、
朝
日
総
合
支
所
地
域
住
民
課
、
各
出

張
所
（
※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の
申

請
と
な
り
ま
す
）

●
受
付
時
間
→
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
国
民

健
康
保
険
加
入
の
方
は
不
要
）

②
請
求
者
名
義
の
金
融
機
関
通
帳
の
写
し

③
印
鑑

④
所
得
証
明
書
（
平
成
26
年
１
月
１
日
に

士
別
市
に
住
ん
で
い
な
か
っ
た
方
の
み
必
要
）

※
所
得
証
明
書
は
、
以
前
住
ん
で
い
た
市
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◇ 

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ 

◇

 

子
ど
も
の　

わ
が
ま
ま
は

 　

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
練
習
で
す

　
　
※
安
心
子
育
て
カ
レ
ン
ダ
ー
（
佐
々
木
正
美
氏
）
よ
り
引
用

　このコーナーでは、１歳から４歳くらい

のかわいい盛りのお子さんを紹介していま

すので、お気軽にお申し込みください。

　ＦＡＸやメールで申し込む場合は、必ず住所・世帯主氏名・

電話番号の記載をお願いします。

　携帯電話からは、右上のＱＲコードからも申込みできます。

●申込み・問合せ→市秘書広報課 ☎内線 2007
FAX → (22)1934　メール→ hishokohoka@city.shibetsu.lg.jp

＜お父さんＤＡＹ＞
●今月のお父さんＤＡＹ→６月７日（土）
　月１回土曜日に「お父さんＤＡＹ」を設けました。
　普段なかなかゆらに来られないお父さんも一緒に
　遊びませんか？

＜移動型子育て支援センター＞
●今月の訪問
　　→６月 11 日（水）　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　武徳保育園（武徳町 44 線東７）
　　→６月 18 日（水）　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　上士別保育園（上士別町 16 線南２）
●内容→ゆらの職員が定期的に皆さんの地区におじゃまし、
　手作りおもちゃの紹介・本の読み聞かせなどを行います。

＜散歩に出掛けよう！＞
●日時→６月 13 日（金）午前 10 時～（※要事前申込）
●内容→「つくも水郷公園」に出掛けます。マイクロ
　　　　バスで行きますので、午前９時 45 分までに
　　　　ゆらに集合してください。

右のＱＲコードから
「ゆらゆら通信」を　→
見ることができます。

子育て支援センターゆらからのお知らせ

　「 ゆらめーる」 を配信しています
　「ゆら」から子育て情報をメールマガジンとして提供します。
　「ゆらめーる」を受け取りたい携帯電話やパソコンから、yura-join@suffolkland.net にメー

ルを送ってください。送るとすぐに「メールコマンドの結果」という申請完了のメールが届き

ます。その後「“YURA”メーリングリストへようこそ」という登録完了のメールが届いて登録

完了です。右のＱＲコードからもメールが送れます。

　また、１週間以上メールが届かなかった場合は、「ゆら」までお問合せください。

申込み・問合せ→市子育て支援センター「ゆら」（あいの実保育園内）☎（２６）７２０２

 阿
あ だ ち

達　大
た い が

牙くん

　　　（ ２歳 3か月）

 菅
す が わ ら

原　向
こ な つ

夏ちゃん

　　　（ ２歳 0か月）

 太
お お た

田　悠
ゆ う じ ん

仁くん

　　　（ ２歳 3か月）

♥ママからのMessage ♥
歌とダンスが大好きな女の子♡
元気いっぱいすぎて、 きかんぼな
ところもあるけど、 明るくやさしい
女の子になってね♡

♥ママからのMessage ♥
パズル、 絵本、 車が大好きな男
の子☆
最近は、 駅で特急列車を見たり、
公園遊びを沢山しています。
これからも、 いっぱい遊ぼうね！

♥ママからのMessage ♥
好奇心旺盛だけどちょっぴりびび
りなアンパンマン博士大牙☆
優しく元気に育ってくれてありがと
う !!
これからもすくすく大きくなぁれ♪
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■女性委員の登用

　士別市は、道内でもいち早く「男女共同参画推進
条例」（平成 23 年４月１日施行）を制定し、積極
的に各審議会への女性委員の登用を進めています。
登用状況も道内市町村のうち５番目の登用率となっ
ています。
男女平等参画・女性に関する条例の制定状況

　　　　　　　　　　北海道男女平等参画情報誌から引用 
　　　　　　　　　※調査時点は平成 25 年４月１日 

№94

一人ひとりがきらめくまちをめざして

６月23日（月）～29（日）は
男女共同参画週間です

平成26年度キャッチフレーズ

「家事場のパパヂカラ」

男性がもっと
家事・育児・介護・地域活動に
関わりたくなるように・・・

～長時間労働を減らして、
仕事を含めた「生活」に豊かさを～

■男女共同参画社会をめざして

　我が国では、平成 11 年 6 月 23 日に　「男女共同
参画社会基本法」が施行されました。毎年 6 月 23
日から 29 日までの 1 週間を「男女共同参画週間」
に設定し、さまざまな取り組みを通して、男女がと
もに夢や希望を実現できる社会に向けて理解を深め
ることをめざしています。
　職場、学校、家庭、地域などで、みなさん一人ひ
とりの小さな取り組みから男女共同参画を進めてみ
ませんか。

■女性管理職の登用

　市役所では、男女共同参画社会の実現に向けて、
女性管理職の登用拡大につとめています。
　 一般事務の管理職全１０３人のうち 21 人（女性
が占める割合は２０．３％） となっています。

■男女共同参画を推進する企業の拡大を図

　ります

　市役所では、男女がともに働きやすい職場環境づ
くりに取り組む企業の拡大を図るため、参画週間に
市内の事業所を訪問します。
　 職場における育児・介護休業制度の導入・取得
など、男性と女性が対等なパートナーとして働くこ
とができ、それぞれの個性を発揮できるように、企
業の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

問合せ　市企画課☎内線３４４６

※平成 26 年４月１日現在

女性管理職

男性管理職

21 人（20.3％）

82 人（80.5％）

道内市町村数 制定市町村 制定率

１７９ １８市町 １０．１％

［　　　　　　　　］

平成 26 年度男女共同参画週間ポスター
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カメラレポート

４
27

４
29

５
18

快晴のなか力走！
第43回クロスカントリー大会

春の森林を満喫
健康ウォークｉｎしべつ

市民協働で☆おもてなし☆
みんなでつくろう！ようこそ士別

　多くの観光客が訪れる士別最大の観光
スポット「羊と雲の丘」で、牧柵とふれあ
いの森整備が行われました。
　呼びかけに賛同した市民や、塗装組合、
市内事業所、トヨタ自動車士別試験場の社
員など２２０人が参加しました。
　総延長１．７キロの牧柵に、傷んだ部分
の張り替えや、ペンキの塗りなおしなど、
きれいな化粧が施されました。
　また、参加者には作業終了後、無料で温
かい豚汁がふるまわれました。

　陸上競技シーズンの幕開けを
告げる大会が、道北陸上競技協
会の主催で開催されました。
　市内をはじめ、旭川市や十勝
地方など各地の小学生から一般
の方まで３５０人が参加しまし
た。家族の声援を受けながら、
好記録をめざして健脚が競われ
ました。

　健康意識の拡大と生活習慣病予防対策として、市
と市国民健康保険が主催しウォーキング大会を開
催しました。
　時おり小雨が降り、気温が１０度を下回るあいに
くの天候でしたが、約１００人が参加し、それぞれ
２．６キロ、５．４キロの新緑が薫るコースを楽しみ
ました。コース一体に広がる森林からは、ウグイス
や野鳥の声などが聞こえ、参加者を歓迎しているよ
うでした。
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地
域
で
子
育
て
を

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　　

士
別
市
学
校
支
援
地
域
本
部
で
は
、
市

内
小
中
学
校
の
水
泳
授
業
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
後
、

学
校
の
希
望
に
応
じ
て
教
育
委
員
会
か
ら

連
絡
し
、
調
整
し
ま
す
。

●
対
象
→
20
歳
以
上
の
市
民

●
内
容
→
水
泳
授
業
の
児
童
生
徒
の
指

導
・
指
導
補
助

●
活
動
場
所
→
南
郷
プ
ー
ル･

朝
日
プ
ー
ル

●
資
格
→
不
問

●
締
切
り
→
６
月
13
日

（金）

●
申
込
み
→
士
別
市
学
校
支
援
地
域
本
部

実
行
委
員
会
事
務
局(

市
社
会
教
育
課)

☎
内
線
３
２
４
２

※
昨
年
ま
で
に
登
録
し
て
い
る
方
は
、
新

た
な
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
活
動
日
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
加
入
し
ま
す
。(

保
険
料
無
料)

 

前
期
公
民
館
講
座

 
大
人
の
た
め
の

 
楽

し

い

英

会

話

教

室

　

日
常
英
会
話
、
ト
ラ
ベ
ル
英
会
話
を
ア

メ
リ
カ
人
講
師
か
ら
直
接
学
べ
ま
す
。
憧

れ
の
英
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
。

●
日
時
→
６
月
16
日
・
30
日
、
７
月
７
日
・

14
日
、
８
月
25
日
、
９
月
１
日
・
８
日
・

22
日
、
10
月
６
日
・
20
日
、
11
月
10
日
・

17
日
、
12
月
１
日
・
15
日
。
午
後
７
時
～

午
後
８
時
30
分　

（
全
14
回
）　
　

●
会
場
→
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

●
講
師
→
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
ル
氏
（
市
教

育
委
員
会
英
語
指
導
助
手
）

●
対
象
・
定
員
→
市
民
の
方
20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料
→
無
料

●
持
ち
物
→
筆
記
用
具

●
申
込
み
期
間
→
６
月
２
日

（月）
～
６
月
13

日
（金）

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
中
央
公
民
館
☎

（
23
）
３
３
５
８

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
併
せ
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

  

博
物
館
６
月
講
座

地

質

め

ぐ

り

　　

市
内
や
近
郊
を
バ
ス
で
巡
り
、
地
層
の

観
察
や
岩
石
・
化
石
の
採
集
を
体
験
し
な

が
ら
、
こ
の
地
域
の
地

質
の
成
り
立
ち
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
道
民

カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
。

●
日
時
→
６
月
14
日

（土）
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
午
前
９
時
50
分
集
合
）
小
雨
決
行

●
集
合
場
所
→
市
役
所
駐
車
場

●
講
師
→
石
井
彰
洋
氏
、
岡
本
研
氏
（
博

物
館
特
別
学
芸
員
）

●
参
加
料
→
無
料

●
対
象
・
定
員
→
沢
な
ど
の
観
察
地
を
自

力
で
移
動
で
き
る
市
民
の
方
30
人

※
小
学
４
年
生
以
下
は
必
ず
保
護
者
と
と

も
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
先
着
順
）

●
申
込
み
→
６
月
10
日

（火）
ま
で

●
服
装
→
屋
外
活
動
を
行
い
や
す
い
服
装

（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
軍
手
、
長

ぐ
つ
、
雨
が
っ
ぱ
な
ど
）

●
持
ち
物
→
昼
食
、
飲
み
物
、
お
や
つ
、

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
立
博
物
館
☎

（
22
）
３
３
２
０

 

各
種
団
体
の
み
な
さ
ま
へ

サ
ー
ク
ル
メ
イ
ト
を
作
成
中

　

教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
教
育
団
体
名

簿
「
サ
ー
ク
ル
メ
イ
ト
」
を
作
成
し
、
各

種
団
体
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
版
に
掲
載
さ
れ
た
団
体
の

皆
さ
ん
へ
、
平
成
26
年
度
版
へ
の
掲
載
案

内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い

な
い
団
体
や
、
新
た
に
掲
載
を
希
望
す
る

団
体
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
締
切
り
→
６
月
13
日

（金）

●
問
合
せ
→
市
社
会
教
育
課
☎
内
線

３
２
４
１

生
涯
学
習
情
報

放送大学 10月入学生募集

　放送大学はテレビなどの放送や
インターネットで授業を行う通信
制の大学です。働きながら学んで
大学を卒業したい方や、学びを楽
しみたい方など、幅広い世代の方
が学んでいます。
　資料の請求など、お問い合わせ
は放送大学にお願いします。

○募集期間→６月 15 日（日）～
　　　　　　　　８月 31 日 ( 土 )
○問合せ→放送大学北海道学習セ
　ンター☎ 011(736)6318
※放送大学ホームページでも受け
　付けています。
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②赤ちゃん★ちびっこよみきかせ会

●日時→６月 26 日（木）午前 10 時 30 分～ 11 時

●会場→図書館読みきかせ室（２階）

◇図書宅配サービスのご案内◇

　図書館では、貸し出した図書をご自宅などに有料で送付す

るサービスを行っています。図書宅配サービスの利用を希望

する方は、直接図書館へお申し込みください。

●対象→図書館利用登録をしている市民

●申込み→電話（29-2153）、ＦＡＸ（23-3379）またはメー

　ル（toshokan@city.shibetsu.lg.jp）で図書館にお申込み

　ください。お申込みの際は、次の情報をお知らせください。

　　①図書資料のタイトル　②利用者氏名

　　③住所　 ④電話番号　 ⑤図書館利用者カード番号

●図書の送付→宅配代金は、利用者の負担となります。郵便

　局のゆうメールまたはゆうパックの着払いで送付します。

●図書の返却→図書の送付日から３週間以内に送り主負担

　で図書館まで返却してください。直接図書館に返却するこ

　ともできます。

●体の不自由な方は無料→身体障害者手帳、戦傷病者手帳ま

　たは療育手帳の交付を受けている方、介護保険制度におけ

　る要介護または要支援の認定を受けている方は、申請によ

　り無料で利用できます。詳しくは図書館にお問い合わせく

　ださい。

◇新　刊　案　内◇

◎ <老いがい >の時代　　　　天野 正子（あまの まさこ）

◎算数的思考法　　　　　　坪田 耕三（つぼた こうぞう）

◎私に似た人　　　　　　　貫井 徳郎（ぬくい とくろう）

◎星よりひそかに　　　　　柴崎 友香（しばさき ともか）

◎ただ一人の幻影　　　　森村 誠一（もりむら せいいち）

◎ソナチネ　　　　　　　　小池 真理子（こいけ まりこ）

◎醒めながら見る夢　　　　　　辻 仁成（つじ ひとなり）

◎イン・ザ・レイン　　　山下 貴光（やました たかみつ）

◎愚者よ、お前がいなくなって淋しくてたまらない

　　　　　　　　　　　伊集院 静（いじゅういん しずか）

◎ジェームズ・ボンドは来ない

　　　　　　　　　　　　松岡 圭祐（まつおか けいすけ）

◎無縁旅人　　　　　　　香納 諒一（かのう りょういち）

◎豆の上で眠る　　　　　　　湊 かなえ（みなと かなえ）

◎スペードの３　　　　　　朝井 リョウ（あさい りょう）

◎ JR 上野駅公園口　　 　　　　　　柳 美里（ゆう みり）

◎学生との対話　　　　　　小林 秀雄（こばやし ひでお）

◎書かずにはいられない　　　北村 薫（きたむら かおる）

◎出好き、ネコ好き、私好き　林 真理子（はやし まりこ）

◇６月のよみきかせ会◇

 どなたでも参加できますので、お気軽にご参加ください。

①よみきかせ会

●日時→６月 15 日 ( 日 )・28 日 ( 土）午前11時～11時 30分

●会場→図書館読みきかせ室（２階）

図書館からの
　お知らせ

☎
(29)2153

　この大会は、日本陸上界のトップアスリートの強化
を目的に道内４市 ( 士別・深川・網走・北見 ) で開催
されます。
　各選手は自己記録の更新をめざし、迫力あるレース
が展開されます。みなさまのご来場・ご声援をお待ち
しています。

●日　時→６月 28 日 ( 土 ) 午後３時～７時（予定）
●会　場→士別市陸上競技場
●入場料→無料
●種　目→男女 1,500m、3,000m、5,000m
●問合せ→市合宿の里推進室スポーツ課
　　　　　　　　　　　　　　　　☎内線 3224・3225

日本陸上界トップアスリートが集結！

ディスタンスチャレンジ士別大会

白Ａジャパンツアー 2014
　テクノサウンド、映像、パフォーマンスによる次世代エ

ンターテインメント、常に進化し続ける白Ａのライブが今

年もサンライズホールにやってきます。

●日時→６月27日（金）午後６時30分開場・午後７時開演

●会場→あさひサンライズホール

●チケット→前売 2,000 円・当日 2,500 円（全席自由）

※前売券完売時には当日券はご用意できませんのであらか

じめご了承ください。

●チケット取扱い→プレイガイド・フードショップかわ井

　・朝日石油・市民文化センター・市立図書館・夢企画・

　道北日報社・

　お食事処こ

　いなか・あ

　さひサンラ

　イズホール

●問合せ→　

　あさひサン

　ライズホール

　☎ (28)3146
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 家庭で眠っている品物は

不用品ダイヤル

【ゆずります】
▽マウンテンバイク（小学３年生～）
▽くまのプーさん三輪車
▽自転車（赤色18インチ）
▽ＦＦストーブ

【ゆずってください】
▽２人がけソファ

●問合せ→市環境
生活課☎内線 2235

●受付期間→６月２日 (月)から６月11日 (水 )まで

●住宅見学→６月５日(木)午前 10時から11時の間、ご自由にご覧

　　　　　　ください。

●入居予定日→７月から

●抽選日(時間厳守)→６月13日 (金 )

　　　　〈士別地区〉午前10時～　市役所３階　３０１会議室

　　　　〈朝日地区〉午後２時～　朝日総合支所１階　第１会議室

※申込み条件や必要書類など、くわしくはお問い合わせください。

日 曜日 収集地区

３ 火 北光

５ 木 兵村・屯田

９ 月 宮下・にってん

10 火 多寄東地区（国道の東側）

16 月 第１町内・親栄

17 火 第３・第４・第５町内

19 木 多寄西地区（国道の西側）

23 月 中央・七星・南親会

24 火 親和・東栄・第９

30 月 あけぼの

7/1 火 上士別 16 線の朝日側

３ 木 創成

６月の紙類収集日

団地名 所在地
世帯
条件

建築年度

募集階
間取り
面積

月額家賃

東山
東丘２丁目４－５

Ｃ－５棟１０４号
単身
不可

Ｈ８年
１階

２ＬＤＫ
61.4 ㎡

18,500 円
～

北部
東４条北８丁目

Ｆ棟２０２号
単身
不可

Ｈ 22 年
２階

２ＬＤＫ
68.6 ㎡

22,800 円
～

西栄
西４条４丁目
Ｈ－７５－Ｂ－２棟５号

単身可
Ｓ 50 年
１階

３ＤＫ
50.0 ㎡

7,700 円
～

水郷
東８条北５丁目

Ｈ－７６－１棟６号
単身可

Ｓ 51 年
１階

３ＤＫ
54.5 ㎡

8,900 円
～

その他
朝日地区の中央団地、もみじ団地、曙団地、三望台団地に空き
がありますので、ご相談ください。

特定公共賃貸住宅

団地名 所在地
世帯
条件

建築年度

募集階
間取り
面積

月額家賃

曙第２
朝日町中央

 アカシア棟２０３号
単身
のみ

Ｈ９年
２階

１ＬＤＫ
49.2 ㎡

65,600 円

その他
朝日地区の曙第２団地しらかば棟に空きがありますので、ご相
談ください。

公 営 住 宅 入 居 者 募 集
※募集内容は、変更になる場合があります。

受付・問合せ　市建築課 ☎内線２３２５
　　　　　　　朝日総合支所経済建設課 ☎（２８）２１２１

限定世帯募集住戸（心身障がい者世帯・老人世帯・未就学児の子どもがいる世帯）

団地名 所在地
世帯
条件

建築年度

募集階
間取り
面積

月額家賃

北部
東４条北８丁目

Ｆ棟２０４号
単身
不可

Ｈ 22 年
２階

２ＬＤＫ
68.6 ㎡

22,800 円

～

 

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

無

料

法

律

相

談

●
日
時
→
６
月
15
日

（日）
・
７
月
13
日

（日）
午

前
11
時
～
午
後
２
時

●
会
場
→
市
役
所
来
賓
室(

２
階)

●
締
切
り
→
そ
れ
ぞ
れ
６
月
13
日

（金）
・
７

月
11
日

（金）
ま
で

●
定
員
→
10
人

●
申
込
み
→
環
境
生
活
課
☎
内
線
２
２
２
３

 

専
門
員
が
お
受
け
し
ま
す

出

張

年

金

相

談

●
日
時
→
６
月
24
日

（火）
午
前
10
時
～
午
後

４
時
30
分(

完
全
予
約
制)

●
会
場
→
士
別
商
工
会
館

●
予
約
申
込
み
→
旭
川
年
金
事
務
所
☎

０
１
６
６
（
72
）
５
０
０
４

 

士
別
に
出
向
き
ま
す

名
寄
保
健
所
水
質
検
査

●
日
時
→
６
月
16
日

（月）
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
→
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
べ
つ

※
検
査
は
有
料
で
専
用
容
器
が
必
要
で

す
。
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
→
名
寄
保
健
所
☎
０
１
６
５
４

(

３)

３
１
２
１

 家庭で眠っている品物は

不用品ダイヤル

【ゆずります】
▽マウンテンバイク（小学３年生～）
▽くまのプーさん三輪車
▽自転車（赤色18インチ）
▽ＦＦストーブ

【ゆずってください】
▽２人がけソファ

●問合せ→市環境
生活課☎内線 2235
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警察署からお知らせ

家族・知人には

行き先と帰宅時

間を知らせましょう。

　「自分だけの秘密の場所

だから」と教えていない

時には、万が一の場合、

捜索が遅れてしまいます。

単独での入山は

避け、２人以上

で声を掛け合い、お互い

の位置を確認しましょう。

　万が一迷った場合、１

人では救助を求めること

ができません。

    

服装は赤や黄

色、蛍光色など

目立つ色にしましょう。

　救助や捜索時に、ヘリ

コプターから発見されや

すくなります。

　ヘリコプターへの合図

は、タオルを振ったり、

鏡の反射光も有効です。

    

携帯電話や非常

食、熊除けの鈴

やラジオなどを携行しま

しょう。

　鈴や笛、ラジオなどの

音の出るものは、熊除け

や自分の位置を知らせる

のに役立ちます。

　アメ玉やチョコレート

などは非常食になります。

迷ったときは、

むやみに歩き回

らず、落ち着いて捜索隊

を待つなど、慎重に行動

しましょう。

　捜索隊に発見されやす

い視界の開けた場所、野

宿に適した場所を早めに

探すことが重要です。

その ２ .

その ３ .

その ４ .

その ５ .

山菜採り
心構え５カ条

その １ .

●

申

込

み
・

問

合

せ

→

士

別

デ

ィ

ス

タ

ン

ス

大

会

事

務

局
（

士

別

中

教

諭
・

遠

藤
）
☎
（
23
）

３
５
２
４

　

 

６
月
１
日
～
７
日
は

第

　

回

水

道

週

間

　

水
道
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
か
ら
切

り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
水
の
大

切
さ
を
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

●
ス
ロ
ー
ガ
ン
→
「
お
い
し
い
な　

だ
い

じ
な
お
水　

ご
く
ご
く
り
」

●
問
合
せ
→
市
上

下
水
道
課
☎
内
線

２
３
１
４

　市では、市民の皆様に「防災情報」「安全・
安心に関する情報」「イベント情報」などを
電子メールでお届けしています。
　「さほっちメェーる」を受け取りたい携帯
電話などから、sahotch-join@suffolkland.
net にメールを送るだけで登録が完了です。
右のＱＲコードからも登録が
できます。ご不明な点などは
問い合わせください。
●問合せ→市総務課
　　　　　☎内線２２０８

 

お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

自

衛

官

等

の

募

集

　

自
衛
官
等
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。
受
付
期
間
や
試
験
日
な
ど
、
く
わ

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
一
般
曹
候
補
生
→
18
歳
以
上
27
歳
未
満

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
→
18
歳
以
上

27
歳
未
満
（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

●
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）
→
18
歳
以
上

27
歳
未
満
（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

●
航
空
学
生
→
18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
平

成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
自
衛
隊
旭
川
地
方

協
力
本
部
名
寄
出
張
所
☎
０
１
６
５
４

（
２
）
３
９
２
１
※
受
験
申
込
み
は
、
市

環
境
生
活
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

 

ホ
ク
レ
ン
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト

士

別

デ

ィ

ス

タ

ン

ス

　

士
別
陸
上
競
技
協
会
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
・

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
の
サ
ブ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
公
式
記
録
会
の
士
別

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
会
で
、
自
己
記
録
の
更
新
を
め
ざ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
→
６
月
28
日

（土）
午
後
０
時
競
技
開

始
予
定
（
受
付
→
午
前
11
時
～
）

●
会
場
→
士
別
市
陸
上
競
技
場

●
種
目
→
▽
小
学
生
（
男
・
女
）
→

８
０
０
ｍ
▽
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
（
男
・

女
）
→
３
０
０
０
ｍ
、
５
０
０
０
ｍ

※
小
・
中
学
生
以
外
は
陸
連
登
録
者
に
限
る

●
参
加
料
→
▽
小
学
生
→
３
０
０
円
（
市

内
小
学
生
は
無
料
）
▽
中
学
生
・
高
校
生

→
５
０
０
円
※
大
会
当
日
の
支
払
い
で
す
。

▽
一
般
→
１
０
０
０
円

●
申
込
期
限
→
６
月
20
日

（金）
午
後
３
時
ま
で

上下水道料金を改定
　消費税率が８％に改正されたことに伴

い、水道料金と下水道料金を改定しました。

　新しい料金の適用は、８月検針（９月請

求）分からです。

　なお、７月１日以降に転居などで新た

に契約する方は、７月検針（８月請求）

分から新しい料金が適用になります。

●問合せ→市上下水道課☎内線２３１４
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ぜひ活用してください！

『さほっちメエーる』

平成22年に開催したサブイベント



《 出生 11 人  死亡 16 人  転入 184 人  転出 211 人》
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☆めん羊の飼養頭数と
　　　　　　　飼養農家の数
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